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「
中
曽
根
内
閣
は
戦
後
歴
代
内
閣
で
、
も
っ

と
も
危
機
管
理
に
長
け
た
内
閣
で
し
た
。
'95

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
'11
年
の

東
日
本
大
震
災
時
に
は
、〝
中
曽
根
総
理
、

後
藤
田
官
房
長
官
の
コ
ン
ビ
だ
っ
た
ら
…
〞

と
は
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
」

　

中
曽
根
康
弘
元
総
理
大
臣
。
96
歳
。
同
氏

の
秘
書
を
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
務
め
、「
大

勲
位
」
の
危
機
対
応
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

き
た
、
田
中
茂
み
ん
な
の
党
参
議
院
議
員

（
56
）
が
言
う
。「
そ
の
中
曽
根
が
、
危
機
管

理
の
第
一
に
挙
げ
た
の
が
〝
初
動
の
早
さ
〞

　

中
曽
根
は
首
相
権
限
で
39
隻
の
自
衛
艦
を

含
む
島
民
救
出
船
団
を
派
遣
。
噴
火
か
ら
わ

ず
か
13
時
間
40
分
で
、
島
民
１
万
人
、
観
光

客
３
千
人
の
全
島
避
難
を
完
了
さ
せ
た
の

だ
。「
沖
に
自
衛
艦
の
姿
が
見
え
た
と
き
は
、

こ
れ
で
助
か
っ
た
と
思
っ
た
」
と
は
、
避
難

し
た
島
民
の
声
だ
。
自
衛
艦
ま
で
派
遣
し
た

こ
と
は
後
に
野
党
か
ら
追
及
さ
れ
た
。だ
が
、

「
初
動
の
早
さ
」
を
実
践
し
た
危
機
管
理
は
、

戦
後
日
本
史
上
で
ま
れ
に
見
る
成
功
例
と
し

て
い
ま
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

初
動
の
重
要
性
は
政
権
運
営
に
お
い
て
も

同
様
だ
。「（
総
理
は
）
就
任
早
々
の
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
大
切
」
と
い
う
の
が
中
曽
根

の
持
論
。
'82
年
、
中
曽
根
政
権
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
き
、
日
韓
、
日
米
関
係
は
戦
後
最
悪

と
い
っ
て
い
い
状
況
だ
っ
た
。

「
前
政
権
の
鈴
木
善
幸
内
閣
で
、
園
田
直す
な
お

外
相
が
円
借
款
を
求
め
る
韓
国
に
対
し
、〝
韓

国
で
は
嫌
い
な
相
手
か
ら
カ
ネ
を
借
り
た

り
、
技
術
を
教
え
て
も
ら
う
社
会
習
慣
で
も

あ
る
の
か
？
〞
と
公
式
の
場
で
発
言
。
さ
ら

に
、
鈴
木
善
幸
首
相
が
〝
日
米
同
盟
は
軍
事

同
盟
で
は
な
い
〞
と
発
言
し
、
日
米
関
係
も

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
た
」

　

中
曽
根
は
就
任
早
々
、
米
国
よ
り
先
に
韓

で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
村
山
富
市
首

相
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
地
震
を
知
り
、
官

邸
に
駆
け
つ
け
た
と
い
う
。
情
報
が
首
相
に

入
ら
な
い
時
点
で
致
命
的
で
す
。
さ
ら
に
自

衛
隊
の
投
入
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
東
日
本
大

震
災
で
の
菅
直
人
首
相
も
同
じ
で
す
。
自
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
福
島
第
１
原
発
に
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
る
こ
と
な

の
か
。
緊
急
時
に
国
の
指
揮
を
誰
が
執
る
の

か
、
理
解
し
て
い
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
」。

　

中
曽
根
、
後
藤
田
正
晴
官
房
長
官
コ
ン
ビ

の
「
初
動
の
早
さ
」
を
物
語
る
の
が
'86
年
に

起
き
た
伊
豆
大
島
の
三
原
山
大
噴
火
だ
。

　

11
月
21
日
16
時
15
分
。
三
原
山
は
大
噴
火

を
起
こ
し
、噴
煙
は
８
千
㍍
に
達
し
て
い
た
。

そ
し
て
18
時
に
は
マ
グ
マ
が
噴
き
出
し
、
山

を
下
り
は
じ
め
た
。
対
応
を
誤
れ
ば
伊
豆
大

島
の
島
民
が
火
砕
流
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
。

「
そ
ん
な
状
況
で
も
、
当
時
災
害
の
担
当
庁

だ
っ
た
国
土
庁
は
会
議
の
た
め
の
会
議
に
終

始
し
、
対
策
を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
中
曽
根
は
、
官
邸
主
導
で
後
藤
田
官
房
長

官
を
ト
ッ
プ
に
国
土
庁
に
対
策
本
部
を
作
っ

た
の
で
す
」

'83年、米国でのウィリアムズバーグ・サミットにて

のちに初動の遅れを後悔したという村山氏

事故当初、菅氏は自ら現場に（当時の内閣広報室提供）

安
倍
総
理
と
同
じ
「
保
守
政
治
家
」
に
し
て
「
改
憲
論
者
」
で
あ
っ
た
中
曽
根
元
総
理
。
だ
が
、
靖
国
参
拝
を
め
ぐ
る
外
交
ひ
と
つ
を

と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
手
法
は
大
い
に
異
な
る
。
５
年
に
及
ん
だ
長
期
政
権
を
築
い
た
大
勲
位
と
、
安
倍
首
相
の
違
い
に
迫
っ
た
！

中
曽
根
康
弘 

の
危
機
管
理

戦
後
を
生
き
抜
い
た
最
後
の
政
治
家

大
勲
位
に
20
年
超
仕
え
て
き
た「
現
職
議
員
」が
綴
っ
た「
人
生
＆
政
治
」論

元総理
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い
。
な
ら
ば
靖
国
参
拝
は
し
な
い
、
と
い
う

の
が
中
曽
根
の
判
断
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
あ
る
靖
国
参
拝
を
自
民
党
総
裁
選
の

選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
る
意
図
が
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。
首
相
と
し
て
の
選
択
肢
を
せ
ば

め
て
し
ま
う
も
の
で
す
か
ら
」

　

中
曽
根
が
い
ま
で
も
抱
く
「
外
交
の
４
原

則
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

１　

国
力
以
上
の
対
外
活
動
を
し
て
は
な
ら

　

な
い

２　

外
交
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ
っ
て
は
な
ら

　

な
い

３　

内
政
と
外
交
を
混
交
し
て
は
な
ら
な
い

４　

世
界
史
の
正
当
的
潮
流
を
外
れ
て
は
な

　

ら
な
い

　

現
在
の
安
倍
首
相
が
、
そ
し
て
各
国
リ
ー

ダ
ー
が
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

韓
国
、
中
国
に
歩
み
寄
っ
た
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
た
最
良
の
日
米
関
係
。安
倍
政
権
が「
中

曽
根
外
交
」
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

「
中
曽
根
は〝
総
理
の
一
念
は
狂
気
で
あ
り
、

権
力
は
魔
性
で
あ
る
〞
と
、
権
力
が
持
つ
恐

ろ
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
。
魔
性
に
と
り
つ

か
れ
、独
断
に
陥
る
自
分
を
戒
め
る
た
め
に
、

あ
え
て
、
自
派
で
は
な
く
、
最
大
派
閥
の
田

中
派
に
属
し
た
後
藤
田
氏
を
官
房
長
官
に
据

え
た
。
当
時
、〝
中
曽
根
が
田
中
の
軍
門
に

降
っ
た
〞
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
ね
。
中
曽

根
の
謙
虚
さ
が
、
戦
後
稀
有
な
危
機
管
理
能

力
を
備
え
た
政
権
を
作
り
だ
し
た
。
後
藤
田

氏
は
、
中
曽
根
の
こ
と
を
嫌
い
だ
っ
た
。
で

も
、
政
権
が
終
わ
っ
た
後
〝
あ
ん
な
立
派
な

総
理
は
い
な
い
〞
と
語
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

　

権
力
へ
の
謙
虚
さ
、
反
対
意
見
を
取
り
入

れ
る
懐
の
深
さ
が
、
５
年
に
及
ぶ
長
期
政
権

に
つ
な
が
っ
た
。
高
支
持
率
を
誇
る
安
倍
首

相
だ
が
、
権
力
の
魔
性
に
と
ら
わ

れ
ず
、長
期
政
権
を
築
け
る
の
か
。

国
の
全
チ
ヨ
ン

斗ド
ウ

煥フ
ア
ン

大
統
領
に
電
話
。
訪
米
の
直

前
に
韓
国
を
訪
問
し
、
日
韓
関
係
を
修
復
し

た
。
と
同
時
に
、
防
衛
費
の
増
加
、
対
米
武

器
技
術
供
与
と
い
う
〝
お
み
や
げ
〞
を
手
に

訪
米
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
の
会
談
は
成
功

し
、
日
米
関
係
修
復
に
も
成
功
し
た
。

「
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
中
曽
根
の『
ロ
ン
・
ヤ

ス
関
係
』
は
き
わ
め
て
丁
寧
な
外
交
の
積
み

重
ね
で
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
初
訪
米
で

中
曽
根
は
、ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ

ト
で
の
立
ち
回
り
を
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
、

サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
の
で
す
」

　

議
長
国
だ
っ
た
米
国
の
面
子
は
保
た
れ

た
。
レ
ー
ガ
ン
は
サ
ミ
ッ
ト
終
了
時
の
記
念

撮
影
時
、
中
曽
根
の
手
を
引
き
隣
に
座
ら
せ

た
。
以
後
、「
ロ
ン
・
ヤ
ス
」
は
、
戦
後
日

米
外
交
史
上
、
も
っ
と
も
良
好
な
関
係
を
持

続
し
て
い
く
。

安
倍
首
相
に
捧
げ
る

中
曽
根
の「
外
交
４
原
則
」

　

初
動
だ
け
で
は
な
い
。
中
曽
根
が
危
機
管

理
上
、
重
要
視
し
た
の
が
「
柔
軟
性
」
だ
。

　

そ
の
象
徴
が
、
靖
国
参
拝
だ
っ
た
。
’85
年
、

歴
代
総
理
と
し
て
初
め
て
終
戦
記
念
日
に
靖

国
神
社
に
公
式
参
拝
。
だ
が
、
そ
の
翌
年
、

Ａ
級
戦
犯
の
合
祀
問
題
が
浮
上
す
る
と
、
中

曽
根
は
即
座
に
、靖
国
参
拝
を
取
り
や
め
た
。

「
当
時
、
中
曽
根
は
〝
風
見
鶏
〞
と
揶
揄
さ

れ
た
が
、〝
定
見
の
あ
る
風
見
鶏
は
悪
く
な

い
〞
と
意
に
介
さ
な
か
っ
た
。
中
曽
根
は
、

け
っ
し
て
二
国
間
だ
け
で
外
交
を
考
え
な

い
。
そ
の
裏
に
あ
る
国
際
情
勢
を
念
頭
に
置

い
て
い
た
。
当
時
、
市
場
経
済
化
に
踏
み
だ

し
た
中
国
を
西
側
陣
営
に
引
き
込
む
こ
と
が

戦
略
上
重
要
だ
っ
た
。靖
国
参
拝
を
す
れ
ば
、

良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

総
書
記

が
国
内
政
治
上
危
機
に
陥
る
か
も
し
れ
な

中曽根元首相にインタビューする田中茂参院議員。田中
氏は、米国クレイトン大学教養学部政治学科卒業。広告
代理店・東急エージェンシーを経て、'87年に中曽根事
務所に入所。以後、20年以上にわたり秘書を務めた

〝
中
曽
根
康
弘
を
最
も
よ
く
知
る
最
後
の
秘
書
〞
と
い
わ
れ
る
田

中
氏
が
「
人
生
の
危
機
管
理
術
」
ま
で
を
書
き
尽
く
し
た
『
100
歳

へ
！　

中
曽
根
康
弘「
長
寿
の
秘
訣
」』（
光
文
社
）は
好
評
発
売
中
。

大
勲
位
の
健
康
法
も
詳
述
さ
れ
て
い
る

写真・共同通信、田中茂事務所提供
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